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「若手科学者によるプラズマ研究会」設立の趣旨

これからのプラズマ・核融合研究を担う若い研究者同士が、
活発な議論を行い、若手同士の横のつながりをつくり、既成
概念にとらわれない新しい研究会をつくることを目的とする。
また、プラズマ・核融合コミュニティ全体に資することのでき
るような場を提供する。



第１０回若手科学者によるプラズマ研究会

「ITERに向けたプラズマ科学の新展開」
国際熱核融合実験炉(ITER)計画に関する実施協定が、
昨年11月に各参加極の代表により署名され、その活動
を開始

ITERは、核燃焼プラズマの定常維持との観点で、プラズ
マ・核融合研究における重要なステップ

ITER計画は人類の手で初めて燃焼プラズマを実現する
というチャレンジであり、プラズマ研究を新しい方向に導
くものと考えられる。我々は様々な分野の知見を共有し
あい、包括的な理解に資する必要があり、その中で１つ
の方向性として、ITERを見据えた活動も視野に入れて
いくことが重要



現在のプラズマ若手科学者とITER
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研究会事務局

浦野創 （原子力機構）
松本太郎 （原子力機構）
松永剛 （原子力機構）


